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発　行　所

手放村役帝
編集兼発行人　一

島　袋　感　光
印　刷　所

研　　支　　社

ごご　茎

け）鼠だんごく5人浩）　　　（作り方）

：：葦薦　4叫　　l玉葱をみじん抑）にする。

たまご　lコ　　2豚肉に調味料、葱のみじん切りを

責　　　茶ナジ掴　　まピ梅干大に丸めろ。

み　轄　　〃　2　　3跡由で跡デる。

貰　油　　　〃　l

ーゴ′　′ニ苛の内巻　　　　　　（作り方）

ご■ごう　2吏　　1・内をうすく切る。

ノ、ち　1ク　　　2・ごぼう、人でを内の長さに桟切り
にする。

3・内で午私人雪を巻く。

4調味紙の中でし31をどっぷり

込む。
5・煮えたら両端をおとして盛りつけ

る。

一二，舅豆布　　　　　　　　　く作り方）

三　溝　半T l・豆覇をよくしめて3C■n角又は3m．

胃　泊　　　　　　　厚味に切る。
2・よくやけた油で手早く揚げる。

（；1丹　物　　　　　　　（作り方）

‘ト　二第　54：　1・牛坊を10C両ミサに切りたゝくか

昆　布　2本　　　4つ劉位こ切り目を入れておく（味

等油‡C　　のしみ込み易い様に）′

だ　L lカップ　2・昆布は少しゆるめに結ぶ。
3・（川幻を煮汁の中でゆっくり．煮込む

ごほうを下に圧布を上にして。
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十

嘉

第
六
回
ポ
リ
ピ
ケ
移
民
募
集

本
村
役
所
経
済
課
で
は
、
左
記
要
項
に
依

っ
て
璽
ハ
回
ボ
リ
ビ
ア
移
民
の
募
集
手
折
串

翠
ぜ
開
始
し
て
を
り
ま
す
が
、
八
月
二
十
日

額
在
応
募
者
八
十
四
名
と
な
っ
て
お
り
ま
す

尚
こ
の
節
務
は
八
月
二
十
六
日
で
締
切
る
こ

と
に
な
っ
て
お
り
、
渇
望
勺
は
そ
れ
ま
で
に

申
込
む
よ
う
村
当
局
で
は
、
一
役
に
呼
び
か

け
て
い
ま
す
。

一
、
人
的
油
　
ボ
リ
ビ
ア
因
サ
ン
タ
ウ
ル
ー

ス
洲
ワ
ル
ネ
ス
郡

二
、
受
入
曲
　
コ
ロ
ニ
ア
沖
縄
農
業
組
合

三
、
送
出
皿
‥
琉
球
政
庁

四
、
送
出
瞳
細

第
六
次
移
住
岩
二
九
五
八
年
十
月

次
期
送
出
♪
定
一
九
五
九
年
一
月
以
降

五
、
募
　
机

L
人
員
1
　
竹
禦
ハ
次
移
住
者
　
　
二
二
〇
人

次
期
送
拍
予
定
移
住
侯
補
裏
目
　
四
〇
〇
人

書
（
宣
族
全
員
）
、
村
長
の
発
給
す
る

身
元
証
明
か
（
零
族
連
名
）
、
床
証
人

（
二
人
以
．
上
）
の
承
諾
書
及
び
韓
塵
詑

明
智
を
撃
筈
村
長
を
ぷ
后
し
行
政
主

席
べ
用
い
出
る
。

欲
が
旺
盛
で
あ
っ
て
農
牧
坐
に
従
事
し

得
る
も
の
。

4
．
移
任
国
に
永
住
の
目
的
を
も
っ
て
渡
航

し
ぅ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
少
く
と
も
五

年
以
上
移
住
地
域
に
定
着
し
得
る
も
の

5
．
犯
罪
そ
の
他
社
会
的
に
好
ま
し
か
ら
ざ

る
行
為
を
し
た
藩
が
な
い
も
の
。

ム
左
記
の
榊
気
の
な
い
も
の

伝
染
病
括
様
牲
患
者
、
ト
ラ
ホ
ー
ム
、

窄
痔
、
感
染
期
に
あ
る
性
病
、
簡
神

病
、
象
皮
病
、
ア
ル
コ
ー
ル
中
薄
、
遜

物
嗜
好
性
、
不
具
積
疾
、
労
物
に
支
持

あ
り
と
認
め
ら
れ
る
身
体
餞
詑
障
軍

盲
、
聾
唖
者

7
．
コ
ロ
エ
ア
沖
親
農
業
協
同
組
合
‖
H
と
な

り
う
る
も
の
。

8
．
ボ
リ
ビ
ア
田
の
法
律
及
び
諮
現
先
に
従

い
得
る
も
の
。

八
、
渡
航
管
及
び
入
般
地
　
■

L
渡
航
寧
曾
自
弁
し
得
な
い
も
の
に
吐
移

民
金
柑
か
ら
縫
賛
す
る
（
十
ヶ
年
の
長

胴
磯
注
で
三
ナ
年
増
年
セ
ナ
年
前
賦

依還）

2
．
ボ
リ
ビ
ア
政
府
か
ら
一
家
族
当
り
三
十

町
歩
乃
至
五
十
町
歩
の
土
地
が
遷
捜
さ

れる。

お
盆
を
迎
え
る
心
構
え
と

盆
　
料
　
理

計
　
　
　
六
二
〇
人

2
．
締
切
　
八
月
二
十
六
日
村
役
所
必
着
の
申

3
．
応
募

け
－
移
作
希
望
憲
所
定
の
申
込
ぎ
h
‥
闇
値

詩
を
抗
え
て
杢
絹
地
の
市
町
日
長
へ
提

出
前
一
次
適
考
を
受
け
る
。

伺
辛
t
次
蓬
考
に
合
格
し
た
者
は
所
定
の

辛
込
雪
に
望
憲
二
全
章
景
義
軍

声
音
月
下
、
葺
等
の
琴
L
J
‥
や
，
琴
、
ジ
軒

六
、
選
考

1
．
第
一
次
逮
考

抑
村
長
は
応
募
者
が
移
民
の
拝
借
条
件

に
よ
っ
て
適
格
者
で
あ
る
か
を
等
蓋

する。

仲
村
お
は
応
第
着
中
の
適
格
者
を
応
粟

．
関
傍
怒
煩
を
粕
意
の
上
同
署
効
を
添

え
て
行
政
主
腐
へ
推
薦
す
る
。

2
．
第
二
次
退
考

海
外
移
民
送
出
計
糾
審
議
会
に
お
い
て

村
長
か
ら
推
薦
が
あ
っ
た
適
格
者
中
か

ら
郡
勅
及
而
怯
（
ハ
ス
族
全
員
）
に
よ
っ

て
硫
正
な
辞
正
の
上
決
定
す
る
。

七
、
移
民
の
資
格
条
件

L
郡
五
次
ま
で
に
入
臆
し
た
者
の
招
致
豪

族
で
住
居
生
活
、
就
労
及
び
報
酬
が
招

空
目
に
よ
っ
て
録
証
さ
れ
る
者

2
．
新
盤
移
望
だ
年
令
廼
不
才
か
ら
講

盆
を
間
近
か
に
ひ
か
え
、
各
家
庭
で
は
色

々
の
準
備
や
紹
費
の
事
で
主
婦
の
学
曾
撃
一
血

し
て
い
る
弔
で
し
ょ
う
。

良
い
盆
を
迎
え
る
た
め
に
、
無
駄
な
照
費

を
使
わ
ず
ま
た
、
苔
か
ら
の
因
襲
に
と
ら
わ

れ
ず
、
、
主
や
し
き
た
り
は
や
め
、
最
小
限

度
の
経
費
で
よ
い
お
盆
を
迎
え
る
た
め
に
次

の
心
捕
え
を
し
ま
し
よ
う
。

て
お
盆
を
迎
え
る
心
構
え

1
．
お
墓
や
仏
壇
、
家
屋
の
内
外
一
？
き
れ
い

に
し
て
、
お
迎
え
し
ま
し
よ
う
。

・
2
．
虚
礼
的
な
闇
苔
は
や
め
ま
し
よ
う
。

3
．
供
物
は
無
期
を
し
な
い
で
、
ミ
ニ
や
し

き
た
り
は
や
め
ま
し
よ
う
。

4
．
食
物
は
く
さ
れ
や
す
く
な
い
物
に
し
ま

し
よ
・
つ
。

5
．
お
盆
中
は
特
に
火
の
用
心
と
、
子
供
の

食
べ
過
ぎ
が
な
い
よ
う
注
意
し
ま
し
よ

こ
、
盆
常
習
と
し
て
こ
ん
な
料
環
は
如
何
で

し
ょ
う
。

書と
サツ

　

　

2

昭
淋
頼

内
　
適
し
鶉

誓
　
竃
だ
ー
～

か
な
7
才
か
．
．

　ヽ　＼■．　　　、
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1．甘辛だんニ（5㌧L榊

昏　油　大ヰジ4

砂　糖　　　〃　与

かたくり粉大ヰジl

；：…‡

（「lリガ）

（l）ショー油十秒糟＋カタクリ
粉をませ火にかける○

（21ゆでだんご引l）の中に入れ
1号て■言、，ンる。

芸塘大：ジ；〉ふっめくる

黄　粉　大サブ51

砂　糖 ませておく

塩　　茶サジ2J

aゆでだんこをみつにころがL

b黄粉をつけて揺りつける○

飲　物く1人分）

ミカソ（y一クワーサー）水

水　　　1かソ7

秒書．二・大サジ2
－．J

ミカン　　2コ

苦爪でも出来る。

・、一二ごこし

重く5）揚　物（5人抑

j　精進掬

ピーマン　　3コ

人　参　中1本

きつま芋　　中l本

にがうり　　　〃

千　だう　　2ネ

衣

メリケン粉　2カップ

たまご　　lコ

水　　；かソプ

塩　　　　茶サジl

味素　茶‡．

ふくらし粉茶与

（作り方）

1．ピーマンは0．5¢m厚味の輪切り

2．人参は輪切り

3．さつま芋は2餌h角に

4．苦瓜は〇・5cm厚味に輸切る0

5．千たうをもどして3cm巾tこ切り粉

をふつて2本合せにする○

も．これらを衣をつけて揚げる。

冷ソーメソ（5人卯

≒1．ソ＿メソ・（8Ll鴨．

室　2．つけ汁

だし　　5カップ

醤油　1〃

味宗　茶与

だし昆布

（ソーメ．yの石方l

l．ゆですぎない糟に

2．沸騰した軌こ1～2分間でざ

るにあげ水すゝぎをする

だしは愚節文は熱帯十だし

昆布

3．千たうの甘辛煮

干たう　　2枚

自かまぼこ‡本

しその葉10枚

さらし駕　2本

金糸卵　　2コ

わさび　大サビl（又はyヨウガでもよい）

干たう（砂博大サジ＋水大サジ3＋塩大サジl）

金糸卑t叩1コに対し砂糖茶サジ1十塩茶サジ与）

酢のものlS人前）

耳　皮
く作り方）

l．耳皮は毛競争して煮ておく

㌘忘．買ブ　2．≡≡：：；芸：こぉく。

去雪駄等言論人　3．苦瓜は出来る丈うすく切。

かけ酢　大サジ4　　　　水にしばらく放っておく。

倍　油　ク1　　4．（l・2・3．）をませかけ酢をか

塩

砂　糖

味　素

宰

ける。

○かけ酢は頂く前にかける。

（幸子の代りショウガわさびを用いでもよい）

だんご　白玉粉2かyブ＋水・2カップ

＿　■
⊥∫　閑　・一一一ノ‾

吊
を
失
い
、
失
某
省
の
発
生
が
比
較
的
多
い

地
域
に
対
し
て
、
究
應
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

こ
の
甥
華
芸
工
夫
削
す
る
郡
に
依
っ
て
、
多
く

の
失
琴
手
”
一
哩
尺
し
、
い
わ
ゆ
る
そ
の
昔
に

職
一
ゼ
与
－
生
し
宜
清
の
安
宅
一
望
周
る
と
い
う
、

救
済
事
嘉
の
一
種
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
失
策
軍
票
の
対
象
と
な
る
事
業
は
で
き

る
だ
け
多
く
の
労
助
力
を
使
用
す
る
等
菜
で

通
用
情
況
の
変
化
に
応
じ
て
、
容
易
に
そ
の

軍
誓
蒜
哀
し
、
又
は
停
止
す
る
岬
が
出
光

■
工
串
の
完
成
や
哉
グ
等
に
眩
っ
て
、
仙
く
喝

萱

　

　

≡

■

　

　

主

弓

∫

．

三

一

■

　

　

室

　

　

≡

H

　

　

　

　

三

一

　

皇

ラ

ー

n

‥

曇

≠

‥

口
2
0
余
名
の
失
業
者
を
吸
収

村
内
道
路
整
理
に
従
事
．

一
挙
両
得
の
失
対
事
業
成
果
あ
が
る

三

H

　

　

　

三

【

　

　

ニ

　

　

　

竜

　

　

■

≡

－

　

　

三

二

一

失
業
対
辞
邪
法
姦
し
て
失
策
事
業
）
は
、

「
多
敦
の
失
業
者
の
発
生
に
対
処
し
、
で
き

る
だ
け
多
く
の
失
芸
者
を
吸
収
す
る
事
に
依

っ
て
、
一
て
の
指
活
を
困
る
と
と
も
に
経
済
の

興
隆
に
寄
与
す
る
響
冨
品
と
す
る
」
と
条

文
の
初
め
に
う
た
わ
れ
て
い
ま
す
。

甲
つ
、
こ
の
圭
憲
は
、
軍
出
没
用
地
の
拡
大

に
法
っ
て
・
㍉
′
′
、
♪
臣
…
〓
・
苧
ぜ
失
い
、
或
は
軍

子

1

　

2

　

1

7

1

茶　〃　〃　〃
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失業対策事業説明雷（嘉手納付）

し：∵

薫妾㌔　　　　一1

…

j

，

毒

て

ー

書

．

言

て

…

一

…

壬

．

三

幸

．

i

j

室

1

．

亨

－

i

箋

i

i

l

l

∵

・

」

冴

尋

【■

報広村納手露

る
事
業
轄
呂
で
あ
り
ま
す
。

失
頂
宇
美
の
目
的
は
出
来
る
だ
け
与
′
・
の
失

業
者
を
拉
ぺ
す
る
事
で
あ
り
ま
す
か
ら
し
て

労
力
費
か
多
く
い
る
可
美
で
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

こ
中
平
某
の
壁
労
革
鱒
着
は
　
失
真
者
で
次

の
鞍
拝
・
笠
雷
え
な
豆
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

H
現
在
先
買
し
て
餞
を
求
め
て
い
る
者

侍
女
カ
の
意
志
と
権
力
一
？
有
す
る
着

日
女
計
の
主
な
る
担
当
者
で
あ
る
者

以
上
の
三
要
件
で
あ
り
ま
す
。
即
ち
失
業
し

て
環
を
求
め
て
い
る
者
で
、
竜
業
安
定
所
に

票
豆
ゐ
申
込
ふ
を
行
な
っ
て
い
る
者
、
そ
し

て
何
特
で
も
幼
く
意
志
と
繕
力
が
あ
る
も
の

で
あ
り
ま
す
。
ま
た
家
計
の
王
な
る
担
当
者

と
い
う
も
の
は
、
そ
の
者
の
労
肋
賃
金
に
放

っ
て
ー
ト
計
収
入
の
主
聖
部
分
を
占
め
、
生
計

を
耗
持
し
て
い
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
′
悠

以
上
の
三
要
件
の
適
楕
者
で
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
が
、
た
と
え
こ
の
三
要
件
一
望
興
欄
し

て
い
ろ
も
の
で
あ
つ
て
も
、
別
収
入
が
あ
っ

て
生
活
に
墨
か
ゝ
な
い
も
の
で
あ
れ
ば
、
就

労
す
る
肇
が
r
b
来
ま
せ
ん
（
こ
の
事
業
は
救

済
郡
壷
の
一
疎
で
あ
り
ま
す
か
ら
）

就
労
希
望
者
は
、
茄
手
約
位
某
安
定
出
張
所
■

に
求
硫
申
込
み
を
す
れ
ば
、
係
が
身
上
詞
小
筆

髄
溺
離
翫
針

込
み
を
し
た
失
業
者
の
数
に
依
っ
て
、
始
め
▲

て
軍
某
を
超
し
補
助
金
堂
父
け
す
る
の
で
一
の
血

り
ま
す
か
ら
、
割
当
名
は
出
柴
ろ
だ
け
舅
′
・
¶

監
妄
語
些
写
冊
一
へ
小
竹
人
出
所
の
上
宍
揖
申
込
み

す
る
群
号
に
申
し
踪
え
て
お
、
三
品
す
。
本
村

に
於
け
る
失
黙
瑠
巽
は
、
一
九
五
七
年
三
月

下
旬
か
ら
、
村
内
遺
留
慧
用
を
中
心
と
し
て

℃
彗
ナ
ノ
て
い
一
一
二
メ
か
そ
の
内
小
．
㍍
…
次
の
と
い
り

・
り
で
・
■
山
へ
ま
す
。

以
上
の
戒
に
、
一
日
二
十
冬
山
失
芸
者
を
唆

収
し
、
輪
番
制
に
し
て
い
ま
す
。

宍
薫
対
虎
埴
喪
の
実
益
に
依
っ
て
、
村
内
道

方
が
記
付
さ
れ
る
蛙
念
も
あ
り
ま
す
の
で
∴
「

念
の
為
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

川
路
は
立
花
に
鰯
偏
さ
れ
る
と
同
時
に
失
業
者

言
は
就
業
の
琉
会
が
与
え
ら
れ
る
と
い
う
一

日
挙
両
得
の
利
一
丹
－
得
て
い
ま
す
。

■
失
業
悪
た
、
－
三
・
り
ん
の
曇
尤
攣
品
た
追

首
は
・
村
民
に
多
く
の
便
利
と
利
益
を
与
え

吾
昌
黒
皇
言
．
雷
鳥
㍊

川
さ
れ
て
い
ま
す
J

番
犬
税
の
正
確
賦
課
の

了
た
め
移
転
屈
や
死
亡
届

叫
を
早
急
に

…
去
年
二
凡
阜
八
年
既
）
の
‥
耐
火
登
挙
げ
・

古
さ
れ
た
家
庭
で
犬
が
死
亡
・
又
は
措
毎
だ

う
っ
て
其
の
犬
を
失
わ
れ
た
方
は
、
早
急
に

一
そ
の
旨
村
役
所
撞
済
誹
へ
桐
山
．
＝
〓
て
下
き
い
。

‥
票
し
そ
の
犬
が
死
亡
し
て
い
る
に
も
か
ゝ
わ

川
ら
ず
右
の
層
山
一
ヤ
な
さ
ら
な
い
喝
合
は
、
畜

■
犬
悦
の
関
係
で
種
々
問
題
を
生
じ
、
氏
謂
令

人
　
事
　
異
　
動

一
九
五
八
年
八
月
一
日
付
で
左
の
通
り
区

長
が
任
命
さ
れ
ま
し
た
。

五
区
々
長
　
新
垣
安
義

六
区
々
艮
　
福
地
時
男

七
区
々
良
　
山
内
［
日
録

十
一
広
々
賞
　
喚
問
惟
隆

メ
ー
ト
ル
法
実
施
に
つ

い
て

明
持
一
月
一
日
か
ら
メ
ー
ト
ル
法
が
実
施

さ
れ
ま
す
。
払
運
が
一
日
も
早
く
メ
ー
ト
ル

法
に
訓
れ
・
つ
た
め
に
今
日
か
ら
で
も
団
n
物

は、斤
や
ガ
の
か
わ
り
に
ヶ
ラ
ム
や
キ
ロ
で

ヤ
ー
ル
や
り
の
か
わ
り
に
∫
1
ト
小
で

入
日
や
升
の
か
わ
り
に
リ
ッ
ト
ル
で
可
求
め
下

さ
る
様
政
府
で
は
要
望
し
て
を
り
ま
す
。

7
－
ト
ル
　
　
　
約
二
〇
九
－
・
－
ド
　
諒
尺
二
尺
古
ハ
寸
四
分

一
ヤ
ー
ル
　
　
　
　
約
九
一
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

一
敗
尺
尺
　
　
　
　
約
三
八
で
ン
チ
メ
ー
ト
ル

一

　

尺

　

　

　

　

約

三

〇

セ

ン

チ

一

－

ト

ル

ー
イ
ン
チ
　
　
　
．
約
二
・
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

二
．
ノ
リ
ノ
ト
・
ル
　
　
勾
こ
こ
勺

r

　

【

　

1

、

－√こ
●－



1958年8月15日　　　　　　　　　嘉　手　納　村　広　笥

∵∴七一㌢†　　　　　　＝　肴∵∴トンyJ∵J

■、▼　■∴一

三塾≡毎スJ

も
定
ま
っ
た
。
蕊
に
男
手
納
村
議
会
八
韮
山

視
察
団
と
命
名
し
、
愈
々
十
二
月
十
二
泊
控

を
出
発
す
る
こ
と
に
与
り
ま
し
た
。

恐
々
見
送
り
に
来
て
呉
れ
た
村
当
局
の
人
達

と
、
切
れ
る
テ
ー
プ
を
惜
み
つ
ゝ
、
飴
は
さ

よ
う
な
ら
と
日
沿
迫
る
海
路
へ
と
出
た
（
や

は
り
別
縫
な
ん
て
墓
し
い
な
あ
と
思
っ
た
）

何
だ
か
寂
涙
と
し
た
想
い
や
閑
に
秘
め
、
デ

ッ
キ
に
出
た
払
た
ち
は
、
だ
ん
だ
ん
と
遠
く

な
る
桟
橋
の
嘩
甲
芸
晋
｝
合
い
な
が
ら
、
こ

れ
か
ら
の
楽
し
い
旅
路
を
期
待
し
た
。

本
当
に
師
走
の
瑠
璃
は
荒
い
。
視
界
の
眺
め

私
の
八
重
血
視
察
記

房
事
納
村
議
会
義
貞
　
大
域
真
栄

が
淡
く
な
る
頃
に
は
、
巻
逆
く
浅
漬
の
た
め

に
船
は
、
木
の
葬
の
細
く
掘
れ
て
い
た
。
先
■

歴
ま
で
幾
百
人
も
の
人
々
が
別
れ
を
惜
し
む
一

桟
橋
の
感
学
芸
…
り
、
楽
し
ん
で
居
た
弘
た
…

ち
の
一
行
は
、
も
は
や
討
死
の
標
相
（
魔
酔

い
の
意
味
）
と
化
し
て
し
ま
っ
た
。
　
　
一

私
は
敢
え
て
安
着
を
念
じ
っ
ゝ
、
明
朝
を
待
■

人
の
好
色
は
何
の
た
め
で
あ
っ
た

の
か
。
今
も
つ
て
理
解
に
苦
ん
で

おる）。
議
長
の
肝
胆
な
挨
拶
と
、
明
日
か

ら
の
日
程
を
聞
い
た
後
、
八
重
山

初
日
の
夜
を
自
由
に
楽
し
む
事
に

した。
私
は
ロ
マ
ン
ス
の
国
、
八
重
山
の

初
役
一
号
心
に
想
像
し
っ
ゝ
あ
の
娘

の
処
で
、
饗
ず
る
こ
と
に
し
た
。

さ
す
が
に
布
団
の
上
に
寝
伝
ん
だ

時
は
、
唆
労
に
こ
似
た
様
な
も
の
を

感
じ
た
決
し
て
無
駄
な
暇
つ
ぶ
し

で
は
な
い
。
意
味
が
深
い
と
三
九

は
、
云
い
過
ぎ
だ
ろ
う
か
・
…
‥

さ
あ
、
愈
々
本
文
に
乗
じ
て
詩
の

阿
、
ロ
マ
ン
ス
の
国
八
巫
山
の
紹

朝
里
机
銅
招
…
錮
㍍
…
絹

一
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
（
残

念
な
こ
と
に
あ
の
当
時
、
夢
中
に
な
っ
て
メ

三
し
た
八
筑
山
の
記
虫
も
月
坂
の
文
彦
に
忙

一
役
さ
れ
て
紛
失
し
て
ん
ま
っ
た
）
。
然
し
切

璃
絹
掴
…
謹
純
絹
紺
…

岬
目
を
閉
じ
て
考
え
な
が
ら
最
初
か
ら
完
全
に

首
人
者
の
心
罪
で
・
感
想
を
＃
め
て
み
る
事

「
八
重
山
視
察
に
就
い
て
感
想
を
苛
い
て
呉

れ
一
と
轍
ま
れ
て
多
少
弱
っ
て
し
ま
っ
た
。

に
し
よ
う
。

偶
々
村
法
会
で
詣
に
で
た
八
重
山
視
察
が
、

急
速
に
実
施
す
る
運
び
と
な
り
、
祝
祭
日
程

つ
こ
と
に
し
た
。
且
の
後
の
静
淀
を
感
じ
た

時
は
、
も
う
宮
古
詳
鳥
の
沿
岸
ま
で
来
て
い

た
。
沿
岸
一
帯
の
朝
域
を
押
し
切
っ
て
啓
水

落
に
軸
が
庸
付
け
し
た
の
は
鉛
毒
の
時
計
が

午
飼
九
時
を
知
ら
せ
て
く
れ
た
時
で
あ
っ
た

嶺
か
ら
墟
憎
に
詰
り
だ
時
は
、
各
人
が
窯
‥
叫

一
ヤ
ー
喜
び
つ
ゝ
少
し
も
沖
観
た
特
と
要
ら
な
い

宮
古
の
鳥
山
一
て
さ
も
診
・
つ
し
一
言
っ
に
袈
」

賞
め
叩
“
え
て
い
た
。

払
も
三
年
前
行
っ
た
処
な
の
に
新
し
い
惑
一
元

・
中
一
酵
し
っ
ゝ
こ
の
い
．
ツ
で
眺
め
た
か
ら
不
思
韻

で
一
の
ろ
。

お
そ
ら
く
八
花
山
視
崇
の
揮
頁
と
し
て
、
各

人
の
r
n
心
出
に
何
時
ま
で
も
田
め
る
こ
と
で
あ

ろ
う
。

そ
の
翌
る
口
、
新
羅
の
冠
な
す
近
′
、
の
丘
や

舘
な
す
白
浜
に
別
れ
の
手
を
振
り
な
が
ら
朗

は
、
噸
星
に
乗
っ
て
一
路
八
重
山
へ
と
急
い

だ
。
天
架
は
愈
々
曙
れ
渡
り
迫
姐
な
お
も
新

し
く
、
も
は
や
心
は
八
重
山
の
空
へ
飛
ん
で

い
た
。
（
そ
の
時
の
漬
し
さ
と
云
え
は
ど
ん

な
巧
文
で
も
書
き
表
わ
せ
な
い
で
あ
う
ヱ

途
中
別
に
記
す
る
や
ら
な
く
（
弘
は
八
重
山

到
苔
造
u
て
い
た
か
ら
）

午
後
四
時
噴
待
望
の
目
的
地
、
石
垣
湛
喝
に

段
笥
す
る
こ
と
が
出
米
た
。
使
橋
這
ハ
シ
ケ

で
悠
り
な
が
ら
打
ち
仁
浮
悠
㍑
十
も
見
た
。
官

昌
一
“
比
し
て
叫
空
パ
、
濫
・
い
“
り
▲
り
不
卜
川
不
把
に

は
、
∴
人
で
あ
う
一
弘
h
∵
っ
で
き
・
∴
〓
∵
．
－
で
現

も
C
．
い
っ
た
。
（
迂
‥
ド
ニ
h
立
派
h
k
叛
誓
が
悠

雫
る
草
一
ぜ
治
じ
て
）
元
は
沖
篭
台
拍
車
竜
完

巾
イ
詩
趣
で
円
H
‥
小
出
や
か
で
・
い
っ
た
い
し
ろ
う
に

戦
だ
は
、
甲
∴
持
り
〓
…
H
O
終
道
と
い
う
だ

け
で
あ
る
。

八
重
山
開
拓
団
の
皆
き
八
八
、
・
へ
市
．
〓
小
満

苗
の
方
運
の
心
か
ら
の
故
待
一
？
受
け
て
、
多

少
恐
崩
し
て
し
ま
っ
た
。
港
が
見
え
る
耽
“
班

に
㍑
墟
一
ゼ
㍍
′
、
こ
と
に
し
た
　
（
そ
の
時
の
各

介
を
す
る
こ
と
に
し
よ
う
。

八
花
山
は
、
苛
朗
よ
り
西
南
二
四
〇
哩
の
処

に
あ
る
島
で
、
八
つ
の
島
々
で
出
来
て
い
る

の
で
八
重
山
と
名
付
け
て
あ
る
そ
う
だ
。
且

つ
、
又
字
草
野
増
、
大
川
、
石
垣
、
新
川
の

関
学
毘
砧
弥
し
て
石
垣
市
の
事
を
四
倍
（
シ

カ
）
と
呼
人
で
い
る
そ
う
で
あ
る
。

…
…
あ
な
不
日
心
▼
血
で
あ
る
。
…
…
昨
夜
の
甘

い
ロ
マ
ン
ス
の
少
も
⊥
い
い
だ
さ
め
な
い
雄
に
、

星
．
差
弟
完
呈
、
一
ヅ
Q
開
拓
団
巡
り
に
出
発
し

二
。
（
…
夕
、
へ
は
巧
ゴ
l
た
で
し
ょ
う
」
と
云
う

仁
・
り
だ
一
い
ヽ
た
」
と
笑
う
で
あ
ろ
う
に
）

八
一
両
由
雪
祭
署
H
安
艮
き
ん
の
特
別
な
御
計

い
と
、
毘
㌔
難
病
稲
の
栽
切
な
御
好
意
で
、

托
し
て
頂
い
た
二
ム
日
の
ピ
〃
ア
ッ
プ
に
分
乗

し
て
、
心
か
ら
な
る
御
説
明
を
聞
き
な
が
ら

関
宿
印
革
．
m
t
曾
小
心
に
実
地
調
査
し
た
。
広

最
た
る
大
頂
野
頭
は
、
漉
禄
な
る
草
原
を
眺

め
た
時
、
私
は
叫
琵
い
な
こ
の
土
地
が
撲
し
く

て
堪
ら
な
か
っ
た
（
諸
手
納
材
の
土
地
で
あ

▲
　
　
l

ー■一
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l
り
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一
．
t
リ
ー
」
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】
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1

j

！

I

l

一
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1

1

1

1

一

．
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．

i

．
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一

！

．
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I

i

j

小

雪

√

．

．

」

．

一

．

1

帯広村納手露

っ
た
ら
な
あ
と
思
い
な
が
ら
）

y
カ
よ
り
二
時
間
半
バ
ス
を
北
方
に
走
せ
た

処
に
笥
手
納
村
出
身
者
の
集
団
せ
る
移
住
部

落
野
嘩
村
が
あ
る
．
山
紫
水
明
に
し
て
非
常

に
安
佐
の
鞄
だ
な
あ
と
う
か
が
え
た
。
丁
度

山
原
を
迷
惑
す
る
部
落
形
態
で
点
々
と
家
が

立
ち
、
四
〇
戸
位
で
野
底
村
と
呼
称
し
て
い

る。山
内
正
男
氏
や
偵
保
氏
、
長
田
氏
も
こ
の
村

に
移
住
し
て
い
る
。
久
方
振
り
の
再
会
を
雷

ご
、
手
厚
い
飲
符
を
受
け
て
感
激
し
ち
や
っ

た
。
団
菜
の
中
に
い
ろ
い
ろ
と
八
重
山
の
知

藷
一
曾
受
け
、
更
に
移
住
当
初
の
思
出
又
は
、

将
来
の
抱
負
を
聞
か
さ
れ
た
時
、
私
は
激
賞

の
拍
手
を
送
っ
た
。
（
こ
の
肥
沃
な
賢
指
を

開
発
出
来
る
の
は
、
先
じ
て
人
数
で
も
な
く

魯
械
力
で
も
な
く
完
成
さ
れ
た
人
間
の
信
念

と
意
地
で
あ
る
の
だ
と
思
っ
た
。
）

幸
に
し
て
今
後
移
任
し
て
く
る
は
ず
の
村
民

の
踏
台
と
し
て
の
確
保
は
、
ら
っ
出
来
て
い

る
と
彼
等
は
磨
っ
て
い
た
。
毒
に
私
は
、

特
別
に
満
座
の
敬
意
と
、
心
か
ら
な
る
御
芳

志
に
対
し
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
〕

山
内
氏
の
詣
を
か
り
る
な
ら
ば
、
頓
土
は
砂

壌
土
で
密
林
の
開
墾
に
し
て
も
、
沖
租
の
整

地
程
姥
の
昭
で
、
余
り
苦
労
は
な
い
様
で
あ

る
。
肥
ほ
な
る
証
拠
に
は
普
通
作
物
で
三
年

間
は
、
無
施
肥
で
そ
の
上
、
在
用
日
数
が
短

い
様
で
あ
る
。
又
当
地
の
馬
土
に
最
適
で
栽

培
智
易
な
作
物
は
甘
鷲
、
甘
讃
．
バ
ィ
ン
、

パ
ナ
二
・
γ
で
㍍
芸
に
生
き
、
蔦
㌻
づ
・
H
i
世
し

ょ
ぅ
と
い
う
万
運
に
は
筏
等
の
努
力
、
或
は

そ
の
実
り
が
こ
れ
蓬
の
苦
し
一
け
一
三
亭
虞
に
カ

バ
ー
し
て
、
発
展
の
一
途
に
在
る
寧
だ
け
は

何
人
も
古
語
す
ま
い
っ

芸
で
さ
ま
∵
÷
ミ
サ
ワ
．
）
は
、
・
八
竜
‥
＝
⊇
ぢ
l

′
．
三
．
H
　
二
、
、
、
■
つ
‥
り
一
、
…
・
チ
ビ
誓
っ
て
、
．
る
二

基
地
の
中
の
養
鶏

儀
侍
浜
太
郎

「
当
嘉
手
納
村
は
」
と
打
出
し
た
後
に
必

ず
「
九
〇
％
の
土
地
を
軍
用
地
に
搾
取
さ

れ
て
」
と
云
う
の
か
話
手
納
村
壱
紹
介
す

る
常
識
に
な
っ
て
い
る
ら
し
い
。

そ
れ
で
残
さ
れ
た
一
〇
％
の
土
地
で
生
活

を
し
て
居
る
の
だ
か
ら
不
思
議
で
ゐ
る
。

更
に
最
近
は
そ
の
一
〇
％
の
土
地
も
宅
地

と
基
地
に
ど
ん
i
接
収
さ
れ
つ
ゝ
あ
る

か
ら
近
い
将
来
に
嘉
手
納
村
で
は
農
業
と

云
う
座
長
は
な
く
な
る
の
で
は
な
い
か
と

心
配
で
な
ら
な
い
。
斯
く
な
る
と
農
業

（
土
地
を
利
用
す
る
）
以
外
の
仕
事
を
見

出
し
て
生
活
を
し
な
け
れ
ば
な
ち
な
い
が

平
作
菜
に
も
限
ほ
が
あ
り
皆
が
哲
淘
人
に

な
る
理
に
も
行
か
ず
、
戦
前
か
ら
純
農
村

に
育
っ
た
議
事
納
村
民
と
し
て
は
基
地
の

中
で
は
暮
し
も
棄
て
な
い
。
私
の
如
き
も

そ
の
例
に
も
れ
ず
土
地
が
な
い
か
ら
映
画

興
行
で
も
と
思
い
つ
き
、
一
菌
け
す
る
心

井
で
始
め
た
が
、
「
百
姓
の
分
限
で
知
ら

ぬ
唐
商
人
」
の
た
ぐ
い
で
つ
い
失
敗
に
終

っ
て
し
ま
っ
た
の
で
、
そ
れ
か
ら
は
知
っ

た
唐
商
人
が
良
い
と
悟
り
、
一
八
羽
の
養

鶏
か
ら
始
め
出
し
て
、
今
は
や
つ
と
一
人

立
ち
出
来
る
粒
の
四
〇
〇
羽
に
送
は
こ
ぎ

つ
け
る
こ
と
が
で
き
た
。
而
し
私
は
、
養

鶏
で
ポ
ロ
宙
け
し
よ
う
と
は
思
っ
て
い
な

い
。
只
安
定
し
た
生
活
が
出
栗
得
れ
ば
そ

れ
で
良
い
と
思
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

昨
今
の
世
桐
は
、
労
幼
争
議
で
首
に
な
っ

た
り
、
金
殿
引
締
め
で
日
産
し
た
ゎ
焼
業

も
た
り
し
て
居
る
が
、
養
蔦
某
だ
け
は
首

に
な
る
心
配
は
な
い
し
、
卵
が
売
れ
な
い

と
言
う
心
配
も
な
い
。
項
在
不
貴
慮
だ
と

言
っ
て
居
る
が
卵
た
け
は
、
捜
ら
座
ん
で

も
不
足
で
あ
る
。
不
景
気
で
も
不
足
だ
か

ら
訳
気
に
な
っ
た
ら
裁
ち
ゐ
つ
て
も
足
り

な
い
位
だ
か
ら
う
れ
し
い
悲
机
で
あ
る
。

で
す
か
ら
罰
手
納
材
に
薫
別
朱
が
多
ノ
、
な

っ
た
か
ら
と
云
っ
て
も
共
倒
れ
す
る
心
配

は
な
く
多
け
れ
ば
多
い
方
が
良
い
と
思
っ

て
居
る
。

現
在
、
全
抗
原
に
日
本
か
ら
輸
入
さ
れ
て

居
る
卵
が
、
年
間
一
倍
円
か
ら
一
倍
二
千

万
円
位
と
言
わ
れ
て
居
る
。

当
村
と
し
て
も
去
っ
た
六
月
か
ら
十
名
の

養
鶏
家
を
中
心
と
し
て
瑚
向
け
蔦
卵
の
出

荷
を
し
て
居
り
ま
す
が
（
軍
向
け
は
船
の

い
ら
な
い
輸
出
と
言
っ
て
い
る
）
始
め
た

ば
か
り
で
す
か
ら
数
字
的
に
は
少
い
様
に

思
わ
れ
ま
す
が
、
次
の
詫
計
で
養
鶏
芸
は

ポ
ロ
畠
け
は
し
な
い
に
し
て
も
安
定
し
た

仕
草
だ
と
思
う
て
孟
璧
り
ま
す
。

以
上
の
数
字
は
卵
価
格
四
円
五
拾
鍋
の
計

算
で
す
か
ら
一
個
五
円
以
上
に
な
る
と
、

ポ
ロ
が
つ
く
か
も
知
れ
ま
せ
ん
．

次
は
為
栗
で
す
が
】
羽
の
鶏
で
年
間
三
〇

斤
の
党
を
製
詰
す
る
計
算
に
な
っ
て
お
る

の
で
一
斤
二
円
で
売
っ
て
も
年
間
一
羽
で

六
十
円
、
一
〇
〇
羽
で
六
、
0
0
0
円
で

す
か
ら
一
、
〇
（
）
○
羽
も
居
る
と
六
〇
、

0
0
0
円
と
な
り
月
、
五
〇
〇
〇
円
給
の

月
給
受
り
一
人
分
は
あ
る
事
に
な
り
ま
す

糞
で
も
更
に
利
川
し
て
野
菜
の
合
理
的
栽

培
を
し
て
市
場
に
出
す
な
ら
ば
も
つ
と
、

も
う
か
る
助
長
に
な
り
ま
す
が
、
未
だ
親

葉
農
業
の
統
計
は
取
り
ま

と
め
て
な
い
の
で
今
年
一

バ
ィ
に
は
調
査
し
て
、
餓

鬼
利
用
の
効
果
に
つ
い
て

も
就
封
を
作
っ
て
見
た
い

と
考
え
て
居
り
ま
す
。

以
上
、
貴
止
め
も
な
い
誹

に
な
り
ま
し
た
が
、
詔
手

納
村
の
養
凋
菜
の
振
興
に

で
も
な
れ
ば
、
幸
だ
と
思

っ
て
居
り
ま
す
。
′

記
し
て
お
ゝ
‥
速
い
の
で
あ
る
。
同
時
に
移
作

”
者
諸
氏
ツ
、
一
日
千
－
桝
J
思
い
で
、
私
だ
1
つ

の
塗
祀
或
は
、
兄
弟
◆
〃
一
待
っ
て
い
る
と
信
じ

て
い
る
。
こ
の
出
に
又
会
う
日
ま
で
の
別
れ

を
告
げ
て
、
次
の
目
的
地
に
行
く
こ
と
に
し

た
韓
は
、
一
頭
∂
寂
仙
庚
感
を
捜
し
て
な
ら
仁

l
つ
ら
た
（
㌢
ご
て
で
」
学
で
、
こ
の
警
ノ
卓
．
■
H
・
〃

一
こ
ハ
′
、
ニ
ー
－
　
　
二
二
　
二
）

野
媒
材
か
ら
の
銅
遮
、
沖
用
各
箆
よ
り
移
任

さ
れ
た
毘
‥
日
間
J
万
々
も
一
訪
れ
、
撤
望
十
戒
〕

剖
一
？
串
上
げ
更
－
㌧
沖
筍
の
近
況
一
言
省
け
た

九
一
日
の
祝
祭
は
、
八
虚
山
の
い
ろ
い
ろ
旬

間
塩
に
新
し
い
発
見
一
ぜ
す
る
こ
と
も
あ
り
、

又
思
わ
ぬ
ン
ク
ン
ニ
ソ
ヨ
ン
今
点
し
－
誉
托
し

一
二
蔓
心
露
で
は
二
つ
′
つ
た
；
…
讃
r
・
八
二
カ
こ
ろ

、
、
〓
∴
三
、
ゴ
亭
三
三
■
↑
二
三
三
i
－

薄
雲
等
電
動
岩
の
美
で
ゐ
ろ

石
恒
市
外
の
ハ
ィ
ン
t
均
一
害
兄
学
し
た
が
、

残
念
な
郡
に
銀
某
中
止
で
、
そ
の
加
工
を
見

聞
す
る
肇
か
出
来
な
か
っ
た
。

預
る
日
は
、
蔑
良
移
住
蕾
芸
．
H
n
二
1
－
昼
苫
一
曾

二
。
ン
一
二
「
∴
∵
て
●
ユ
∵
上
土
∴
し
た
二
言
、
－
二

氏
の
パ
ー
有
鯛
は
、
約
三
十
町
歩
で
あ
る
。
八

重
山
開
発
パ
リ
土
J
は
、
れ
ハ
に
先
封
者
で
あ
り

功
労
者
で
も
一
、
…
る
。
異
国
人
で
あ
る
氏
は
．

肥
沃
な
土
地
と
冥
院
に
庶
ま
れ
た
八
禿
山
が

忘
れ
ら
れ
ず
悠
々
台
湾
か
ら
来
島
し
た
そ
う

で
一
刀
る
。
そ
し
て
マ
ラ
リ
ア
の
摺
卜
一
昔
朽
一
曾

ゝ
ヽ
．
一
二
一
」
．
1
ご
．
一
㌻
∵
つ
．
・
J
つ
て
．
↓
つ
た

て
一
∴
つ
∵
二
一
て
・
、
㌧
【
　
　
二
∵
7
7
、
三
三
、
＼
「
L
J
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1959年度村諸税賦課期日並納期々限表

視　　程　　目 �【坑　詔　期　日 �納　期　　々　　限 �回　　　三太 

：村　民　税 �1958年　4月　1日 �1958牢　12月　　30日 �2　　回 1959年　　4月　　30日 

同　定　仁　淀　現 �1958年　4月　1日 �1958年　　7月　　30日 �4　　回 

1958年　Il月　　30日 

1959年　1月　　30日　－ 

1959年　　3月　　30日 

軍　　　票　　　現 �1958年　4月　1日 �1958年　IP月　　30日 �2　　回 
1959年　　5月　　30日 

特　別　了軍　門　税 �1958年　4月　1日 �1958年　10月　　刃旧 �l 2回 t 
1959年　　5月　■　30日 

口　伝　中　　晩 �1958年　4月　1日 �1958牢　　8月　　30日 �1　　回 

牛　馬　串　　駕 �1958年　4月　1日 �1958年　　8月　　30日 �1　　回 

層　　　蓄　　　税 �発　生　の　部◆姥 �発　生　の　都　窪 �1　　回 

1ti　　犬　　　税 �1958年　4月　1日 �1958年　　8月　　30日 �1　　回 

不　動産取得税 �発　生　の　胡；蛇 �発　生　の　都　哩 �lJ回 

教　　　育　　　観 �1958年　4月　1日 �1958年　　7月　　30日 �l 4回 

1958年　10月　　30日 

1958年　11月　　30日 

1958年　12月　　30日 

／　報

広村細事寡

一
の
篤
農
家
で
あ
り
、
虚
業
技
術
者
で
あ
ろ

う
）
。
私
た
ち
に
氏
は
、
次
の
標
に
話
し
て

いた。「
八
癒
山
は
、
ボ
リ
ビ
ア
で
も
南
米
で
も
な

い
。
沖
縄
の
一
角
な
の
だ
。
あ
な
た
方
の
目

の
前
に
宝
鎚
の
安
穏
が
あ
る
の
だ
）
と
、
私

は
決
し
て
無
意
味
生
嘉
で
な
い
と
肝
銘
し

た
。
そ
う
だ
本
当
に
自
給
自
足
が
成
立
し
て

こ
そ
、
明
日
の
盲
び
が
あ
り
、
又
こ
れ
が
万

民
の
希
い
な
の
だ
．

私
は
現
地
移
住
者
の
体
験
と
、
教
示
を
空
行

た
時
、
明
日
か
ら
の
処
世
に
大
な
る
認
識
を

坑
め
た
．
所
詮
人
生
は
、
心
の
修
辞
が
房
一

で
あ
る
。

炭
叛
で
知
れ
る
南
港
の
宝
庫
西
表
島
に
は
、

モ
族
の
甚
合
で
行
く
こ
と
は
不
可
能
に
な
っ

た
が
、
知
っ
て
い
る
だ
け
簡
単
■
こ
書
き
添
え

よ
う
。

西
表
島
は
、
八
重
山
群
島
申
最
大
の
島
で
地

味
記
売
地
下
安
警
共
に
八
重
山
随
一
と
云
わ

れ
て
い
る
。
目
下
、
琉
球
放
府
の
移
民
団
が

入
坑
中
で
、
相
当
の
移
民
実
塙
を
あ
げ
て
い

る
よ
う
で
一
カ
る
。
移
住
者
の
敵
で
あ
る
十
キ

ー
（
マ
ラ
リ
ヤ
）
も
民
政
帝
、
薫
環
政
府
の

特
別
な
戊
寓
対
管
に
依
り
年
々
薫
り
、
濯
病

者
の
敦
も
僅
か
な
も
の
で
、
そ
の
心
配
は
な

い
様
で
あ
る
．
・

愈
々
、
私
た
ち
の
八
重
山
澤
・
止
も
今
日
ま
で

と

相

成

っ

た

。

　

　

　

　

　

一

学
兄
時
代
の
岡
瑠
た
ち
が
、
小
宅
を
催
し
て

く
れ
た
の
で
、
久
し
怒
り
に
童
心
に
還
っ
て

戯
れ
た
。
こ
の
友
情
は
尊
い
も
の
で
あ
り
、

叉
何
時
ま
で
も
消
え
去
ら
な
い
だ
ろ
う
。

飛
行
機
で
帰
る
数
名
一
官
の
こ
し
て
、
私
た
ち

も
愈
々
八
束
山
の
地
に
虎
後
の
別
れ
を
告
げ

る
こ
と
に
し
た
。
こ
の
楽
し
〆
、
愉
快
で
有
意

義
だ
っ
た
三
日
間
の
思
出
は
、
永
久
に
各
人

の
閏
に
変
ら
な
い
印
象
を
留
め
る
こ
と
で
あ

ろ
う
。

出
船
の
エ
ン
デ
ン
の
昔
と
共
に
、
肴
が
上
げ

ら
れ
た
と
き
・
思
わ
ず
ほ
ろ
り
と
好
く
涙
を

こ
ぼ
す
所
だ
っ
た
。
（
無
言
の
内
に
私
は
、

八
巫
山
移
住
者
た
ち
の
御
健
斗
を
お
祈
り
し

た
）
。
船
は
遇
か
大
洋
へ
出
た
。
そ
し
て
視

界
に
は
も
う
、
鴎
の
姿
さ
え
な
Y
峰
々
船
に

当
る
波
の
み
が
単
調
な
昔
を
た
て
て
砕
け
て

い
た
。
も
は
や
船
は
、
何
秒
未
珠
も
な
い
虞

に
、
エ
ン
デ
y
の
か
け
芦
と
共
に
」
愈
々
八
一

韮
山
を
遠
ざ
か
っ
て
行
く
だ
け
だ
．
思
出
の

四
・
八
電
山
よ
・
そ
し
て
字
茂
野
が
上
、
又

会
う
日
ま
で
さ
よ
う
な
ら
…
…
。

最
後
に
添
え
庶
い
の
は
私
の
艶
文
に
共
鳴
し

て
、
八
韮
山
移
住
希
望
者
が
出
て
呉
れ
ゝ
ば

幸
甚
だ
と
思
い
ま
す
。

”
●
川
　
納
税
で
幸
わ
せ
築
く

住
み
良
い
村
・
‥
・


